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国内学会発表 42 中川英美, ⼭路悠, 今⾼之, 天野浩⽂︓混合性結合組織病に過敏性肺炎を繰り返し併発した⼀症例　第67回⽇本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡国際会議場, 福岡, 2023年4⽉24-26⽇
（プログラム・抄録集833）

国内学会発表 43 ⼭路悠, 中川英美, 今⾼之, 天野浩⽂︓カンジダ⾎症に伴って多発する静脈⾎栓症を認めた顕微鏡的多発⾎管炎の⼀例　第67回⽇本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡国際会議場, 福岡, 
2023年4⽉24-26⽇（プログラム・抄録集842）

国内学会発表 44 箕輪健太郎, ランチョン教育講演6　SLEの現状とサフネローへの期待, 第38回⽇本臨床リウマチ学会, 2023年11⽉18⽇

国内学会発表 45 箕輪健太郎, シンポジウム13 全⾝性エリテマトーデスの診療を極める, 第38回⽇本臨床リウマチ学会, 2023年11⽉18⽇

国内学会発表 46 武藤 麗奈, 笹原 詩織, 杉本 ⼤介, 市川 健⼈, 佐久間 歩, 吉⽥ 英太郎, ⻄ 卓也, 松平 蘭, 吉井 秀徳, SLEとシェーグレン症候群を背景に持つ劇症1型糖尿病を発症した1例, 糖尿病
(0021-437X),2023年7⽉ ,66(7):552

国内学会発表 47 杉⾕ 帆波, ⼭⽥ 朋⼦, 神後 宏⼀, 藤岡 りこ, 堀⽥ 沙織, 松野 圭, 若菜 ⻯, 中川 英美, 松平 蘭, 菅野 康⼆, 進展型肺⼩細胞癌に対する化学療法中に抗TIF1-γ抗体陽性の⽪膚筋炎を発
症した1例, ⽇本内科学会関東地⽅会690回, 2023年10⽉(抄録集36)

国内学会発表 48 多⽥久⾥守, PsA治療における根幹を⾒つめ直す〜乾癬性関節炎の診断・鑑別疾患と治療戦略〜, 第67回⽇本リウマチ学会総会学術集会イブニングセミナー, 福岡国際会議場, 2023年4⽉24⽇

国内学会発表 49 今　⾼之，統合失調症で加療中，肺アスペルギルス症と意識障害で顕在化した全⾝性エリテマトーデスの⼀例, 第67回⽇本リウマチ学会総会・学術集会，福岡, 2023年4⽉25⽇

国内学会発表 50 ⻑井 浩⼆, 古澤 星⼦, 東村 奎, 津島 浩, 岡⽥ 隆, ⽚桐 彰, 好酸球性肺炎と診断した後,抗MDA5抗体陽性が判明した⼀例, 第67回 ⽇本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡, 2024年4⽉
24⽇

国内学会発表 51 村⽥純⼀, 安⽥勝彦, ⼭路健, ⽥村直⼈, 多様な経過を⽰したPA合併COVID-19,4症例の報告, 第67回⽇本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡国際会議場, 福岡, 2023年4⽉24-26⽇（プ
ログラム・抄録集803）

国内学会発表 52 加藤究太, 寛解導⼊中に脳梗塞,⼼室細動を認めた多発⾎管炎性⾁芽腫症の1例, 第67回⽇本リウマチ学会総会・学術集会, 福岡国際会議場, 福岡, 2023年4⽉24-26⽇（プログラム・抄録
集840）

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同



特別講演・
招待講演 1 ⽥村直⼈, 脊椎関節炎の病態と⾻変化,第4回リウマチ・⾻病変研究会, Web開催, 2023年1⽉30⽇

特別講演・
招待講演 2 ⽥村直⼈, SLEの病態とヒドロキシクロロキン,第2回Kurume SLE Seminar,  萃⾹園ホテル, 福岡, 2023年2⽉28⽇

特別講演・
招待講演 3 ⽥村直⼈, バリシチニブの適正使⽤を考える-安全性データのUpdate-,JAK Safety Updates Vol.3, Web開催, 2023年3⽉27⽇

特別講演・
招待講演 4 ⽥村直⼈, ⼤坪秀雄, 体軸性脊椎関節炎を適切に診断するために,第41回⿅児島リウマチ医療の会,　TKPガーデンシティ⿅児島中央, ⿅児島, 2023年7⽉29⽇

特別講演・
招待講演 5 ⽥村直⼈, 新納宏昭, 病態から考える乾癬性関節炎治療,乾癬性関節炎合同カンファレンス, 福岡リーセントホテル, 福岡, 2023年8⽉28⽇

特別講演・
招待講演 6 ⽥村直⼈, 猪狩勝則, 分⼦標的薬時代の最新RA⾜部⼿術,第23回　茶崖リウマチカンファレンス, 東京ドームホテル, 東京, 2023年9⽉27⽇

特別講演・
招待講演 7 池⽥圭吾, ジセレカを中⼼に考えるJAK阻害薬の展望, JAK阻害剤を考える会in東葛エリア, Web開催, 2023年3⽉1⽇

特別講演・
招待講演 8 池⽥圭吾, SLE診療の最新の知⾒, 千葉県膠原病診療情報交流会, Web開催, 2023年5⽉30⽇

特別講演・
招待講演 9 池⽥圭吾, EGPA治療の課題と展望, EGPA Management Forum 東葛, Web開催, 2023年6⽉28⽇

特別講演・
招待講演 10 池⽥圭吾, 抗線維化薬の導⼊と⻑期継続に関して, 膠原病をめぐる肺疾患セミナー in Chiba 2023, Web開催, 2023年10⽉10⽇

特別講演・
招待講演 11 池⽥圭吾, 関節リウマチ診療における地域連携の要諦, 第３回船橋RA地域連携懇話会, 船橋, 2023年11⽉21⽇

特別講演・
招待講演 12 箕輪健太郎, リウマチ診療医の気になること〜治療薬選択〜, 膠原病・リウマチWebセミナーin城北, 2023年1⽉26⽇

特別講演・
招待講演 13 箕輪権太郎, SLEの現状とサフネローへの期待, SLE Zoom Webinar, 2023年4⽉3⽇

特別講演・
招待講演 14 箕輪健太郎, SLEの現状とHCQの位置づけ, SLE Zoom webinar, 2003年7⽉20⽇

特別講演・
招待講演 15 箕輪健太郎, SLEの現状とヒドロキシクロロキンの位置づけ, プラケニル全国講演会, 2023年8⽉31⽇

特別講演・
招待講演 16 箕輪健太郎, ループス腎炎の治療戦略　How to Treat, 2023年10⽉16⽇

特別講演・
招待講演 17 箕輪健太郎, 関節リウマチ関連リンパ増殖性疾患について, Rheumatic diseases special lecture, 2023年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 18 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるTNF阻害薬の意義について, RA Biologics Web Seminar, 2023年1⽉24⽇



特別講演・
招待講演 19 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるJAK阻害剤の使いどころ, ジセレカ錠2周年記念講演会in埼⽟東部, 2023年2⽉2⽇

特別講演・
招待講演 20 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるIL-6阻害の有⽤性について, 第13回南埼⽟リウマチ臨床研究会, 2023年2⽉27⽇

特別講演・
招待講演 21 野澤和久, ⾼齢RA患者におけるJAK阻害剤の使⽤について, ⼈⽣100年時代におけるRA治療を考える〜JAK阻害薬の使い分け〜, 2023年3⽉23⽇

特別講演・
招待講演 22 野澤和久, オープニングレクチャー, 埼⽟東部 膠原病リウマチセミナー, 2023年6⽉8⽇

特別講演・
招待講演 23 野澤和久, ⾼齢RA患者におけるJAK阻害剤の使⽤について, 第15回埼⽟リウマチ・膠原病フォーラム, 2023年7⽉1⽇

特別講演・
招待講演 24 野澤和久, プレシニア世代に対するTNF阻害薬の適切な治療介⼊について, TNFα阻害薬の再考〜RA発症早期の適切な治療介⼊〜, 2023年8⽉3⽇

特別講演・
招待講演 25 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるTNF阻害薬の意義, Taisho Rheumatoid Arthritis Web Seminar in 埼⽟, 2023年8⽉21⽇

特別講演・
招待講演 26 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるTNF阻害薬の意義, 第1回リウマチ併存疾患研究会, 2023年9⽉15⽇

特別講演・
招待講演 27 野澤和久, 関節リウマチ診療におけるIL-6阻害の有⽤性について, IL-6WEB Seminar in Koshigaya, 2023年10⽉10⽇

特別講演・
招待講演 28 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるJAK阻害剤の使いどころ（⾃験例をふまえた考察より）, RA Expert Meeting inさいたま, 2023年11⽉16⽇

特別講演・
招待講演 29 野澤和久, 関節リウマチ診療におけるIL-6阻害の有⽤性について, エキスパートRA治療セミナー 薬物療法 x ⼿術療法, 2023年11⽉20⽇

特別講演・
招待講演 30 野澤和久, 関節リウマチ治療におけるTNF阻害薬の意義, Taisho Rheumatoid Arthritis Web Seminar in 埼⽟東部, 2023年12⽉21⽇

特別講演・
招待講演 31 松平蘭, 関節リウマチの診断と治療 〜様々な因⼦を踏まえた薬物選択のあり⽅〜, 江東ブロック病勤薬剤師会 2023年6⽉研修会, 2023年6⽉22⽇

特別講演・
招待講演 32 松平蘭, 様々な背景因⼦を踏まえた関節リウマチの薬剤選択について, 江東区リウマチ医療連携委員会講演会, 2023年6⽉6⽇

特別講演・
招待講演 33 松平蘭, サフネロー症例ディスカッション, SLE Womenʼs conference, 2023年6⽉7⽇

特別講演・
招待講演 34 松平蘭, 当院におけるアニフロマブ導⼊SLE症例, 第3回SLEフォーラム, 2023年7⽉14⽇

特別講演・
招待講演 35 松平蘭, ⾼齢関節リウマチの特徴と治療戦略, ⾼齢者医療を考えるWeb学術講演, 2023年10⽉2⽇

特別講演・
招待講演 36 多⽥久⾥守, Year in review 臨床編〜体軸性脊椎関節炎〜, 第33回⽇本脊椎関節炎学会学術集会, 神⼾北野プラザ六甲荘, 2023年9⽉9⽇



特別講演・
招待講演 37 今　⾼之, 地域医療連携におけるリウマチ性疾患診療の現状, リウマチエリアWEBセミナー,　ZOOMウェビナー,　2023年11⽉2⽇

特別講演・
招待講演 38 今　⾼之, Evidenceから考える全⾝性強⽪症治療の選択肢, Reumatic Diseases WEB Seminar,　オンライン配信,　2023年10⽉13⽇

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出願・
取得等 1 特になし


